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2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」＊の見直しについて

（ａ）上位の機器等の区分で使用可としている材料は、下位の機
器等の区分においても使用を可とした とありますが、その考
え方について説明して下さい。

＊「Part2 材料仕様 第1章 機器等の区分と使用する材料の規格」
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従来からクラス３配管への使用を認めていることに合わせて
クラス4配管で使用可能とした。
JSME-N7（1種、2種）及びJSME-N8（1種）については、相当
するASMEとの整合により、クラス1配管への使用を可とし、
上位クラス機器に準拠して、クラス2、3、4配管への使用も可
とした。

設計・建設規格で、下位クラス配管の材料に上位クラスの配
管の材料を適用してよいことが規定されている。



2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて

(2) Part2 第1章表1「使用する材料の規格」の見直し（例） 部
「〇」を追加した。
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2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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クラス1容器や炉心支持構造物に使用される材料について

は、これまでの適用可／不可の範囲で特段の不都合は生
じてきておらず、かつ実用上使用される材料は限定される
ため、適用拡大となるような見直しはしなかったものである。
回答2.(3)「ASME相当材と同定した材料」の(a) を参照願い
ます。

（ｂ）ASME相当材については、使用の可否をASME規格と整合
させたとする一方で、クラス１容器と炉心支持構造物について
は見直しをしなかった＊考え方について説明して下さい。また、
ASME相当材はどのように定義されるのか説明して下さい。

＊



2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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2014年追補における「Part2 第1章 表1 使用する材料の規格」の改定の結果、
ASME相当材が存在するか否かによって、同じJIS の同様材料の中の使用可能
クラスに違いが生まれることとなった。
2015年追補において、JSME 材料規格Part2 表1「使用する材料の規格」におけ
る「使用する機器等の区分」について各々の材料間の整合化を図った。

a. JIS G 3203「高温圧力容器用合金鋼鍛鋼品」SFVAF2
b. JIS G 3461「ボイラ・熱交換機用合金鋼鋼管」STB340
c. JIS G 3462「ボイラ熱交換器用合金鋼鋼管」STBA22
d. JIS G 4109「ボイラ及び圧力容器用クロムモリブデン鋼鋼板」SCMV1-2
e. JIS G 4901「耐食耐熱超合金棒」およびJIS G 4902「耐食耐熱超合金板」

NCF750

（ｃ）材料の化学成分、機械的性質、QC/QA の観点から「使用
する機器等の区分」について各々の材料間の整合化を図った

＊ とありますが、具体的に説明して下さい。

＊



2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて

6

a. JIS G 3203「高温圧力容器用合金鋼鍛鋼品」SFVAF2

表1 に2014 年追補におけるJIS G 3203 の「使用する機器等の区分」を示す。
SFVAF2のみが他の鋼種と異なり、クラス1 ポンプなどに使用できないことになって
いる。

SFVAF2 はSFVAF1 に比べてSi の許容値が高く、Cr が添加された材料で、その
他の化学成分の上限は同等または低く管理されている材料である。
SFVAF2 はSFVAF12 やSFVAF11 等と比べるとCr の成分範囲が鋼種により異
なるものの、不純物成分の許容値は同等である。
SFVAF2 はSFVAF1 等の機械的特性と同等となっている。

鍛鋼品は焼きならし又は焼きならし焼戻しの熱処理を行うがその条件も同等と
なっている。

以上より、SFVAF2はその他鋼種と同等の材料特性をもつと考えられるため、本鋼種

の使用する機器等の区分は他の鋼種に合わせて整合化することが妥当であるとし
た。



2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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b. JIS G 3461「ボイラ・熱交換機用合金鋼鋼管」STB340
表2 に2014 年追補におけるJIS G 3461 の「使用する機器等の区分」を示
す。STB340はSTB410 と異なり、クラス1~3 のポンプなどに使用できないこ
とになっている。

STB340 はSTB410 の化学成分の要求は同等である。
どちらもキルド鋼で製造されるものである。

2014年追補における「使用する機器等の区分」において、STB340 はクラス
2 容器などに使用できたことを考えると、クラス2，3 ポンプおよびクラス2 弁
へ適用できることは妥当であるとした。



2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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2. 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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c. JIS G 3462「ボイラ熱交換器用合金鋼鋼管」STBA22

表3 に2014 年追補におけるJIS G 3462 の「使用する機器等の区分」を示
す。STBA22はSTBA20 やSTBA23 などの鋼種と異なり、クラス1～3 ポン
プなどに使用できないことになっている。

STBA22 は他の鋼種と同様にクロムモリブデン鋼管であり、製造方法に
違いはない。
化学成分についてはSTBA20よりも耐食性等に影響するCr 濃度は高く、
その他元素もほぼ同等の規定値で管理されている材料である。
機械的特性も同等である。
熱処理もSTBA20 と同様の内容になっており、違いはない。

以上より、本鋼種の使用する機器等の区分はSTBA20 などの鋼種に合わ
せて整合化することが妥当であるとした。



2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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d. JIS G 4109「ボイラ及び圧力容器用クロムモリブデン鋼
鋼板」SCMV1-2

表4 に2014 年追補におけるJIS G 4109 の「使用する機器等の区分」を示
す。SCMV1-2はSCMV1-1 やSCMV2-2 などの鋼種と異なり、クラス1 ポン
プなどに使用できないことになっている。

SCMV1-2 はSCMV1 の中で強度区分の高い方という位置づけであり、
SCMV1-1 の製造方法および化学成分と違いはない。
熱処理のみSCMV1-1 と異なるが、これもSCMV2 の中のSCMV2-1 と
SCMV2-2の区別と同様であり、SCMV1-2 だけの「使用する機器等の区
分」を別にする理由はない。

以上より、本鋼種の使用する機器等の区分はSCMV1-1 やSCMV2-2 など
の鋼種に合わせて整合化することが妥当であるとした。



2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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e. JIS G 4901「耐食耐熱超合金棒」およびJIS G 4902
「耐食耐熱超合金板」 NCF750

表5 に2014 年追補における2014 年追補におけるJIS G 4901「耐食耐熱超合金棒」
およびJIS G 4902「耐食耐熱超合金板」の「使用する機器等の区分」を示す。

まず、JIS G 4901 のNCF750 は2014 年追補にてH1、H2 の熱処理条件によっ
て行を分けそれぞれの使用区分を記載する表に変更したことから、今回JIS G 
4902 のNCF750 においても同様の変更を行う。
その上で、JISG4901 のNCF750（H2）とJISG4902 のNCF750（H2）を比較した
とき、棒と板という形状の違いはあるものの、化学成分は同じである。
機械的特性も適用寸法（厚さ）により若干の数値の違いがあるものの、JISG4902 
のNCF750（H2）の方が要求されている強度は高くなっている。
熱処理条件は両者で全く同じになっている。

以上より、両JIS のNCF750 の使用する機器等の区分はJISG4901 に合わせて整
合化することが妥当であるとした。



2.(1) 「Part 2 第1章 表1 使用する材料の規格」の見直しについて
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2.(2) 材料の許容引張応力（S値）＊の見直し

16

(a) 「JIS G3115圧力容器用鋼板」のSPV490（焼入焼戻しを行ったもの）等い
くつかの材料の許容引張応力（S値）の設計係数を4.0から3.5に見直した＊1

とのことですが、どのような考え方で、S値の設計係数を設定したのか説明
してください＊2。

＊「Part3 設計応力強さ、許容引張応力、設計降伏点、設計引張強さ、縦弾性係数、
線膨張係数及び外圧チャート」の「第1章設計応力強さ、許容引張応力、設計降伏
点及び設計引張強さ」

＊1：
＊2：材料規格2012年版の技術評価において、「ASME 規格相当材について

設計係数を 3.5 とすることは妥当である」と評価されている。



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）＊の見直し
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以下の項目において同等性を評価（次頁以降に比較結果を掲載）

＜SPV490：JIS G3115（2010） 、 SGV480：JIS G 3118(2010）＞

適用範囲
適用厚さ
製造方法及び熱処理
化学成分
炭素当量又は溶接割れ感受性組成
機械的性質
オーステナイト結晶粒度
形状・寸法・質量及びその許容差
外観
検査

SPV490は中・常温圧力容器用熱間圧延鋼板としてはSGV480と同等の材
料である。



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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＜適用範囲＞

＜種類及び記号及び適用厚さ＞

JIS 規格における規定の比較（G 3115  SPV490 とG 3118 SGV480)



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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＜製造方法及び熱処理＞



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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＜化学成分＞



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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＜炭素当量又は溶接割れ感受性組成＞



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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＜機械的性質＞



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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＜オーステナイト結晶粒度＞

＜形状、寸法、質量及びその許容差＞

＜外観＞



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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＜検査＞

まとめ ：

SPV490は中・常温圧力容器用熱間圧延鋼板としてはSGV480と同等材料で
ある。



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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(b) SPV490の設計降伏点（Sy値）及び設計引張強さ（Su値）は
2020年版と2012年版が同じ規格値である理由を説明して下
さい。①

また、Sy値は200℃まで、Su値は375℃まで規定されている
のに対し、S値は350℃まで設定されてい ます。S値を350℃
まで設定した考え方を技術的に説明してください。②



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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SPV490（旧SPV50）の設計降伏点（Sy値）および設計引張強さ（Su値）
は、通商産業省告示第501号（昭和55年）を引用。

当該告示の廃止（2006年）に伴い、日本機械学会の設計・建設規格に
移行。
SPV490のSy値、Su値は、告示の値をそのまま引用している。
（2013年追補で修正）

次シート以降に、告示第501号、JSME設計・建設規格(2005)、材料規格
(2020）のSy、Suの比較結果を示す。

【①の回答】
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2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し

＜告示第501号＞

＜JSME 設計建設規格:2005＞

＜JSME 材料規格:2020＞

設計降伏点 ： Sy
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2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し

設計引張強さ ： Su

＜告示第501号＞

＜JSME 設計建設規格:2005＞

＜JSME 材料規格:2020＞



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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各温度における許容引張応力Sは、以下の式の小さい値をS値として評
価。

S=1.1/3.5*Su(常温) または S=1.1/3.5*Su

通商産業省告示第501号含め、SPV490のSuは、-30～40℃、75℃、
100～200℃（50℃間隔）、200～375℃（25℃間隔）で規定されている。
許容引張応力Sは、Syから以下の式の小さい値をS値として評価。
S=2/3*Sy(常温) または S=2/3*Sy 
SPV490の場合はSyで評価したS値がSuよりも大きな値になるため、Su
から評価した Sを用いることが妥当と判断できる。

次シートに、参考までに、Su、Sy、それぞれから評価したS値の結果を示す。

【②の回答】



2.(2) 材料の許容引張応力（S値）の見直し
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＜SPV490の各温度における許容設計応力S値の評価＞

SGV480（JIS G 3118）及びSPV490（JIS G 3115）の適用温度範囲は、JIS解説中に
「常温からクリープ特性を考慮しなくてよい温度範囲までが対象」との記載あり。

上記の考え方の元となった適用温度範囲の詳細な考え方について調査中



2.(3) ASME相当材と同定した材料について
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JIS材の場合は金属材料データブックとJIS B 8265 を、原子力発電用規格材
（JSME材）の場合は2006年の発電用設備規格委員会材料分科会資料と化学成
分比較表をもとに、化学成分等から相当ASME材を選定し、機械的性質を比較し
て、ASME規格相当材を同定した。
「金属材料データブックJISと主要海外規格対照改訂７版」は、日本規格協会によ
る編集で、JISハンドブック「鉄鋼」・「非鉄」の2008年版の“JIS と関連外国規格と
の比較表”に基づき作成されている（JISについては、2008年４月20日官報告示
分までで、海外規格もこれに準じている）。
その特徴は、JISを中心に対照規格としてAA・ASTM・AISI・SAE・BS．・DIN・
VDEｈ・NF・ISO・ENが収録されていることであり、金属材料別に各類似の材料規
格、JISから類似の海外規格、海外規格から類似のJIS、化学成分、引用試験を
知ることができる。
この金属材料データブックを活用した場合の任意のJIS材のASME規格相当材の
同定のための手順は次頁のとおりである。（図 ASME 規格相当材同定フロー参
照）

(a) ASME 規格相当材の同定方法について、詳しく説明して
下さい。
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① 任意のJIS材の類似のASTM材を探す。
② JIS材の常温規格値と類似のASTM材の常温規格値の差異が10MPa以内であ

ることを確認する。
③ 当該ASTM材がASME規格SectionⅡ（材料）にエンドースされているか否かを調

べる。（エンドースされていればA-XXXのASTMの規格番号がSA-XXX となって
いる。）

④ SectionⅡ Part DのTable 1A（鉄鋼材料のS値）及びTable 1B（非鉄金属のS値）
においてSectionⅢ（原子力）での使用の可否（「NP」となっていないこと）と使用
温度制限を確認する。

⑤ 高温のSy値の差異が使用温度制限以内の温度において10MPa 以内であること
を確認する。

なお、高温のSyの差異が10MPa を超えたものについては、その差異の妥当性
について、高温のSyやSuのトレンドカーブ、値の保守性等を確認して、材料の専
門家による合意の上でASME 規格相当材と同定した。

2.(3) ASME相当材と同定した材料について
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2.(3) ASME相当材と同定した材料について

図 ASME 規格相当材同定フロー（2012年版制定時）

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

NO 

 

注：使用温度制限について 
700degF(371℃)を 375℃、 
800degF(426℃)を 425℃ 
とする。 

付録材料図表 
(除く可鍛鋳鉄) 

＋ 
SFVQ1B 
＋ 

JSME-N15~N21 

相当 ASME 
(metric) 材 の
同定* 

* 
JIS材の場合 
・金属材料データブック 
（改訂7版） 

・JIS B 8265圧力容器の構造
－一般事項（2003、2006
追補1、2008追補2）の解説
付表1 

JSME材の場合 
・2006年の材料分科会資料 
・化学成分比較表(新規作成) 

常温の Su、Syの
差異が 10MPa以下
の相当材がある

Sec.IIIでの使用が
NPとなっていない

か？ 

高温の Syの差異は
妥当か？ 

 Sm、S、Sy、Blt.材 Sm/Sの値を Sec.IIの値に
置き換える。この際、常温の Su、Syが異なる
場合は新規材料採用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ付録に基づき常

温の値を求め（四捨五入し整数値とする）、高温

の値は常温の値を上廻らないように定める。 
 Suは付録材料図表の値とする。 
 Sec.III における使用温度制限を超えて 800℃
までの高温の S 値を与える材料の使用温度制
限注を超える範囲の S 値は Sec.VIII の値を参
照する。 

 Sec.IIと付録材料図表とを包絡する温度区分にて許容応力表
を作成する。 

 使用する材料の規格表に材料記号単位に対応する外圧チャ
ート/物性値を明記する。 

  

 Sm値は新規材料採用 GLのルールで見直す。 
 ｽﾃﾝﾚｽ鋼を除く鉄鋼材料の S 値も新規材料採用
GLのルールで見直す（ただし設計係数は 4）。 

 その他の許容値は付録材料図表の値のままと
する。 

 常温の値は規格値に基づき見直すとともに、使
用温度制限も見直す。 

 450℃~800℃までの高温のS値を与える材料を
整理する。 
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（ｂ）設計応力強さ（Sm値）を有するASME相当材ではない材料
のS値 を4から3.5に見直したものについて、変更の技術的根
拠を説明して下さい。①

また、S値 を4から3.5に見直さなかったものについても、その
理由を説明して下さい＊。②

＊材料規格2012年版の技術評価において、ASME規格相当
材以外のSm値を有する材料については、「その理由がSu値
に対する設計係数を3.5に変更する十分な根拠として認めら
れないことから設計・建設規格2005年版（2007年版追補版）
付録材料図表のS値を用いることとする。」と評価されている。
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Sm値はクラス1機器に対する許容値で設計係数は従前より
「3」である。

クラス1機器の設計はいわゆるDesign by Analysisで行われ、
この理由から設計係数は「3」とされている。
クラス1機器での使用実績を有する材料についてはASME相
当材と同定されなくともいわゆるDesign by Ruleで設計が行
われる際の許容値であるS値の設計係数を4から3.5に見直
すことは技術的に妥当であると判断している。

【①の回答】（この改定内容は2012年版からの変更ではない）
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JISの圧力容器規格体系

【②の回答】
S値の設計係数を4から3.5に見直さなかった材料に関する見解
について

規格番号 適用 設計係数

JIS B 8266
（圧力容器の構造－特定規格）

設計圧力100MPa未満で設計温度が
クリープ領域未満の圧力容器に適用

3

JIS B 8267
（圧力容器の設計）

圧力容器の設計について規定
設計圧力30MPa以上の場合は高圧
に対する設計上の考慮を要求

3.5

JIS B 8265
（圧力容器の構造－一般事項）

設計圧力30MPa未満の圧力容器の
構造について規定

4

上記JISでは原子力関係の圧力容器への適用を除外している。
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JIS B 8265及びJIS B 8267では、附属書B（規定）「規格材料
の許容引張応力」においてJIS規格材料のS値を規定している
が、JIS B 8265においてS値（設計係数4）が規定されている
JIS規格材料であってもJIS B 8267においてS値（設計係数
3.5）が規定されていない材料がある。

材料規格においてS値の設計係数を4から3.5に見直さなかった
材料に関する見解は、JIS圧力容器規格（Design by Rule）の
考え方に基づいている。
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2013年追補においてJSME N12「耐食耐熱合金」GNCF2及
びGNCF3のS 値を設計係数4.0ベースの値から設計係数
3.5ベースの値に見直すとともに、Sy値及びSu値を追加した。

(c) ASME 相当材と同定した材料のSy値、Su値及びS値を
ASME規格値と同じとすることの技術的妥当性について説明
して下さい。

設定方法は以下のとおり
Sy：JSME材の規格値と相当ASME材の小さい方の値
Su：JSME材の規格値と相当ASME材の値を1.1で除した

値の小さい方の値
S ：Su／3.5と0.9Syの小さい方の値（新規材料採用ガイド

ライン）
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下図に示すとおりグラフ化をし値の妥当性確認を行っている。

Sy値 Su値
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ASME規格には
0.9Syベースの
S値と2/3Syベー
スのS値がある。
材料規格2012
年版のS値は
2/3Syベースの
値
材料規格2013
年追補では、
「新規材料採用
ガイドライン」に
従い、0.9Sy
ベースの値に見
直した。
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2014年追補においてJSME N12「耐食耐熱合金」のうち
GNCF1について、告示第501号への取込み時に参照された
ASME SB443（UNS N06625）等を対象にASME 相当材を
同定し、ASME相当材のSy値及びSu値を取込み、それらを
基に新規材料採用ガイドラインに従い S値を再設定した。

同定の手順
① GNCF1の機械的性質の規定を製品形状の種別に応じて類似材料であ

るJIS G 4901「耐食耐熱超合金棒」NCF625-B等をベースに細分化
② NCF625は1991年のJIS改正でASME SB-443等を基にJIS G 4901～

4904に追加された材料で、GNCF1とNCF625の化学成分は同等であ
り、同一の製造方法で製造されていることから、GNCF1見直し案と
ASME相当材(UNS N06625)は化学成分、機械的性質が同等であり相
当材と同定
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GNCF1の機械的性質の規定の細分化
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許容値の設定方法は以下のとおり
Sy：JSME規格の常温のSyとASME相当材のSyの小さい

方の値
Su：JSME規格の常温のSuとASME相当材のSuを1.1で除

した値の小さい方の値
S ：Su／3.5と0.9Syの小さい方の値（新規材料採用ガイド

ライン）



2. ASME相当材と同定した材料について
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下図に示すとおりグラフ化をし値の妥当性確認を行っている。

S値
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下図に示すとおりグラフ化をし値の妥当性確認を行っている。

S値
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下図に示すとおりグラフ化をし値の妥当性確認を行っている。

S値
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下図に示すとおりグラフ化をし値の妥当性確認を行っている。

S値
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下図に示すとおりグラフ化をし値の妥当性確認を行っている。

S値
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（ａ）材料規格2012年版には、「JIS G4053 機械構造用合金鋼
鋼材 クロムモリブデン鋼」のSCM435、SCM440及び
SCM445（いずれもクロムモリブデン鋼）が規定されており、こ
れらと同様のプロセスで製造され熱処理が行われている材料
としてJIS G4952焼入性を保証した構造用鋼鋼材（Ｈ鋼）の
SCM435H、SCM440H及びSCM445H（いずれもクロムモリ
ブデン鋼）を取り込んでいますが、その規格値は、SCM435、
SCM440及びSCM445と同じです。

SCM435、SCM440、SCM445とSCM435H、SCM440H、
SCM445Hは化学成分が同じではありませんが、どのような
技術的根拠に基づいて規格値を設定したのか説明して下さい。
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焼入性を保証した構造用鋼鋼材(H鋼) 
SCM435H (JIS G 4052) の取り込み
(2013年追補)

焼入性を保証した構造用鋼鋼材(H鋼) 
SCM440H/SCM445H (JIS G 4052)の取り込み
(2019年追補)
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機械構造用合金鋼鋼材SCM435 (JIS G 4053) の代替として、焼入性を保証した構
造用鋼鋼材(H鋼) SCM435H (JIS G 4052) の適用化検討を行い、SCM435Hを材料
規格へ取り込んだ。

機械構造用合金鋼鋼材SCM435 (JIS G 4053) 並びに焼入性を保証した構造
用鋼鋼材(H鋼) SCM435H (JIS G 4052)はともに熱処理を行ったうえで使用され
る。
SCM435HはSCM435と比べて化学成分(表1)に若干の違いはあるものの、
SCM435Hに対しては焼入性を保証するために硬さ(JIS G 4052 表25*1)と結晶
粒度(JIS G4052 表3*2)が規定されている。
そのため、SCM435Hは質量効果が考慮された一定品質の機械的特性が確
保されている。
即ち、SCM435Hは、材料特性上はSCM435と同等であり、材料品質上は
SCM435よりもむしろ良好と考えられる。そのため、SCM435Hに対して特別要
求事項をつけずに材料規格へ取り込んだ。
なお、一般市場においてもSCM435からSCM435Hへのマーケットニーズが確
実に変化しているのが実情であり、鋼材メーカではSCM435で発注を受けても
溶解から出荷までSCM435Hと同一条件で製造しているとの鋼材メーカからの
報告もある。
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*1 SCM435Hの焼入性について、試験片焼入端からの距離に応じて硬さ
HRCの上限及び下限が図と表で示されている。熱処理温度も示されてい
る。

*2 SCM435Hのオーステナイト結晶粒度について、熱処理粒度試験によっ
て求めた平均粒度番号 5.0以上が示されている。
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2.(4) JIS番号の異なる材料値の適用

SCM435Hの取込み方法

材料規格の”Part 2 材料仕様”における”表1 使用する材料
の規格”において、SCM435HはSCM435と同一の機器区分に
て使用可能とする。

さらに、”Part 3 設計応力強さ、許容引張応力、設計降伏点、
設計引張強さ、縦男性係数、線膨張係数及び外圧チャート”
におけるSCM435Hの各許容値はSCM435のそれを使用するも
のとする。
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2.(4) JIS番号の異なる材料値の適用

焼入性を保証した構造用鋼鋼材(H鋼) SCM435H (JIS G 4052)と同様に焼入性を保
証した構造用鋼鋼材(H鋼) SCM440H/SCM445H (JIS G 4052) の適用検討を行い、
SCM440H/SCM445H を材料規格へ取り込んだ。

SCM440/SCM445並びにSCM440H/SCM445Hは同様のプロセスで製造され、
熱処理が行われたうえで使用されている。
SCM440H/SCM440とSCM445H/SCM445は化学成分に若干の違いはあるもの
の(表1)、SCM440H及びSCM445Hに対しては焼入れ性を保証するために硬さ
(JIS G 4052 表26、27*1)と結晶粒度(JIS G4052 表3*2)が規定されている。
そのため、SCM440H及びSCM445Hは質量効果が考慮された一定品質の機
械的特性が確保されている。
このような状況を踏まえれば、SCM440H/SCM445Hは材料特性上、
SCM440/SCM445と同等であり、材料品質上はSCM440/445よりもむしろ良好
と考えられる。
なお、JIS G 4053からJIS G 4052へとマーケットニーズは確実に変化しており鋼
材メーカでは、例えばSCM435で受注しても溶解から出荷までSCM435Hと同
一条件で製造しているとの報告もある。
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2.(4) JIS番号の異なる材料値の適用

*1 SCM440H/445Hの焼入性について、試験片焼入端からの距離に応じて
硬さHRCの上限及び下限が図と表で示されている。熱処理温度も示され
ている。

*2 SCM440H/445Hのオーステナイト結晶粒度について、熱処理粒度試験に
よって求めた平均粒度番号 5.0以上が示されている。



56

2.(4) JIS番号の異なる材料値の適用

SCM440H及びSCM445Hの取込み方法

材料規格の”Part 2 材料仕様””表1 使用する材料の規格”に
おいて、SCM43oH/445Hは、SCM440/SCM445と同一の機器
区分にて使用可能とする。

”Part 3 設計応力強さ、許容引張応力、設計降伏点、設計引
張強さ、縦男性係数、線膨張係数及び外圧チャート”におけ
るSCM440H/SCM445Hの規定はSCM440/445と同一とする。
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（ｂ）「JIS G4901耐食耐熱超合金棒」のNCF750（棒材）の高強
度材のS値として、化学成分、熱処理条件や常温の機械的性
質が同じである「JIS G 4902耐食耐熱超合金，ニッケル及び
ニッケル合金－板及び帯」のX750（板材）の高強度材のS値
を参照して設定していますが、NCF750（棒材）の厚さの適用
範囲は60mm以上100mm以下、X750（板材）は0.6mm以上
6mm以下です。薄板の材料強度に係わる許容値を厚板に適
用することを確認した技術的根拠について説明して下さい。
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2014年追補の改定でS値が設定されていなかったJIS G 4901 NCF750（棒
材）の高強度材に対してJIS G 4902「耐食耐熱超合金，ニッケル及びニッケ
ル合金－板及び帯」のNCF750（板材）の高強度材のS値を設定した。

二つの高強度材のJISにおける機械的性質の要求事項を以下に示す。

記号の種類 熱処理 耐力 引張強さ 伸び％ 適用寸法

NCF750（板）

固溶化熱処理後
時効処理（H2）

795
N/mm2

以上

1170
N/mm2

以上

18以上
0.6mm
を超え

6mm以下

NCF750（棒）

18以上 60mm以下

15以上
60mm
を超え

100mm以下

適用寸法は異なるが同一熱処理条件下では耐力及び引張強さは同じ値で
ある。



59

2.(4) JIS番号の異なる材料値の適用

2012年版におけるNCF750(棒材)の高強度材及びNCF750(板材)の高強度
材のSm値、Sy値及びSu値を以下に示す。
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2.(4) JIS番号の異なる材料値の適用
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2.(4) JIS番号の異なる材料値の適用



2.(5) 「JIS G 3136 建築構造用圧延鋼材」の材料規格への取り入れ
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（ａ）材料の許容値を作成するに当たり用いた、供試材、試験片
の採取要領、引張試験機、試験片、試験方法及び試験条件、
並びに試験結果をデータ及び図等を用いて説明して下さい。

材料規格 “添付1 新規材料採
用ガイドライン”に従ってデータを
収集した。

具体的には、電力中央研究所報
告「高い安全性を有するSN材の
高温強度特性の評価」(Q13009)
を用いた。
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試験における次の項目について、報告書の記載箇所を以下に
示す。

供試材 ： 2.供試材

試験片の採取位置 ： 2.2 試験片の採取要領

引張試験機 ： 3.1 試験機

試験片 ： 3.2 試験片

試験方法及び試験条件： 3.3 試験方法および試験条件

試験結果 ： 3.4 試験結果
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原子力専門委員会においてSN材の規格化に必要な諸デー
タの確認を実施。

原子力専門委員会より上記諸データを材料専門委員会へ提
示。
材料専門委員会において規格化に必要な高温のSu値、高
温のSy値及び高温のS値を設定。
材料規格へのSN材取込み改定案を原子力専門委員会、発
電用設備規格委員会において審議。

「SN材の規格化のための検討について」(依頼)に対する
回答（参照）

（ｂ）高温下の設計降伏点及び設計引張強さを決定するための
手順及び具体的検討結果についてデータ及び図等を用い
て説明して下さい。


